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●地図を用いた飼料タンクの所在管理、残量把握により
・輸送先の把握（属人化の解消）
・飼料輸送ルートの最適化（輸送時間の短縮）
・異常を検知（不測の事態が生じた場合のBCP対策）

●タンク写真、飼料名称を一元管理・閲覧により
・誤配送防止（人的ミスの防止）

●リモートでの飼料タンク残量確認により
・残量確認の付帯作業を軽減（事故、時間の削減）
・飼料枯渇の削減（安定供給）
・突発的な輸送回数の最適化（輸送効率化）
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混雑集中期 ：
月・金 午前中
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注）北海道の場合 6
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